
障害のある児童生徒の
教材の充実に関する検討会

～地方自治体における事例～

平成２５年７月１７日

福島県養護教育センター



主な内容

１ 研修を通した「教材」の情報発信

２ ホームページからの情報発信

３ 「ソフトの庭」について

４ 現状と今後の取組



１ 研修を通した「教材」の情報発信

支援機器、教材に関する研修

専門研修講座

「特別支援教育ICTの授業への活用」
主な内容

講義「情報携帯端末を活用した学習支援の在り方」

東京大学先端科学技術研究センター 近藤 武夫 氏

・実践発表１

・「授業におけるＩＣＴ活用の実際」

～情報携帯端末の活用～

・特別支援学校教諭 他



特別支援学校の実践発表と
情報携帯端末の活用



支援機器、教材に関する研修

自主研修講座

「明日に役立つ教材教具の作成」

主な内容

• 「通級指導教室」で活用している教材
• 自作教材の活用方法について
• 実践発表



通級指導教室や特別支援学校から提供いただいた
教材・教具の展示と活用目的等の説明







福島県立郡山養護学校との連携
～授業で活用している支援機器を展示～



授業の様子（情報携帯端末の活用）





当センターの受講者へのフォロー
～受講された先生方が、研修した内容を
学校に持ち帰り活用していただくために～

不明な点や質問には、電話、メールでの問合せ
に応じ、県内各地の先生方をサポートしています。

特別支援学校での各種研修会やセミナー開催
による教材・教具展示会の情報を提供していま
す。



２ ホームページからの情報発信





研修中にギャラリーをみている受講生



３ 「ソフトの庭」について





ソフトの庭について
平成１０年度 長期研究員報告書

「養護教育に関するコンピューターソフト活用の在り方」より【省略抜粋】

今日まで肢体不自由教育を中心に入出力

装置の改良が進み有効な報告も多い。情報

の加工という点では、児童生徒が理解できる

ような形にして、情報を提示するという形が進

んでいる。そのために、いろいろな自作ソフト

が作成されてきた。それらのソフトは、数も増

えてきたが、分散していていつでも自由に使

える状況になっていない。



FDからCDへの記録媒体の変化と
インターネットの環境整備

自作教材のCD版などが普及してきたが、
CDを持っている人しか使えない状況で
あった。また、センターに来所しないと情
報を得られない状況でもあった。

そこで、各学校にいながら、インターネッ
トを活用して全国の自作ソフトを使えるよ
うにしてきた。

分散しているソフトを収集して、教科・領域、題材
等のカテゴリーで分類し、その情報を幼児児童生
徒が理解しやすいような形に加工したソフトの
データベースを作成すれば、教師の検索・選択や
児童生徒の自己選択が可能になり、容易にソフト
を活用できるようになる。



運用と管理（１９９９年～２００４年）

○ １９９９年から２００４年までのアクセス数

５年間で約８９,０００件。
年間で１７,８００件。

○ 当時、当センターのアクセスの８割が

「ソフトの庭」であった。

○ 他からのリンク依頼が増え広まった。

○ 特総研等でも多数紹介されてきた。



その後と現状

現在は、インターネット環境、情報携帯端末、アプリなどが
著しく進化している。また、日々新しいソフトや教材ができて
いる。
それを日々更新していくことは、難しくなってきている。また、
インターネットの検索機能が向上し、ライブラリーへアクセス
をしなくても検索できる環境にある。

セキュリティー対策（ウィルス等）
不適切なアップへの対応
個人情報の保護
OS進化への対応とソフト更新 など

様々な課題があり、現在に至っている。



４ 現状と今後の取組

特別支援学校の現状とセンター的機能

• 全国の様々な機関で研修した教員も増加しており、各学
校で、ICTを活用した授業を展開する教員が増えている。
各校がセンター的機能として教材・教具のライブラリー等
を展開したり、各種研修セミナーの充実も図られたりして
いる。

• 福島県立郡山養護学校では、小学校に在籍する肢体不自
由のある児童の支援機器のフィッティングや姿勢に関する

支援を行っている。

• 他の特別支援学校においても、
同様のセンター的機能の発揮がみられている。
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つなぐ養護教育センタ－

情報収集と蓄積
情報として発信

地域の学校

今後の養護教育センターの役割




